
２０２６年２月５日(木）オンライン開催！

中部品質管理大会 中部“質創造”マネジメント大会2025

社会課題解決をAI技術で持続的未来を拓く

【大会プログラム】

2026年2月5日13：30～16：30
＜オンライン：ZOOMウェビナーにて開催＞

大会のねらい

13：30~ 開催ご挨拶 （一社）中部品質管理協会 会長 藤岡 高広

16：25～16：30 総括/  終了  ＊モデレーター 細見純子

15：40~16:25 基調講演③：株式会社エクセルイン 代表取締役 苅谷 治輝氏

「人手不足を機会に変えるAI清掃マネジメント～現場課題解決から全国展開へ」（＊Q&A込）

14：45~15：30 基調講演②： Onebeat Japan Partner 福山 弦氏

「AI時代の在庫最適化： 「予測」ではなく「今」に適応する運用技術の最先端」（＊Q&A込）

13；35~14：35 基調講演①：㈱JPLAN 会長 岩元 美智彦氏

「循環型社会を拓くリサイクル革命～
～ハリウッド映画に登場したタイムマシンを、服のごみから本当に走らせた男～」(＊Q&A込）

主催：（一社）中部品質管理協会 共催： 2030年の質価値創造研究会

＜中部品質管理協会とは＞ 1951年に西堀栄三郎博士の指導の下に中部地区で品質経営、品質管理手法の研究
会としてスタート。1971年に独立。2015年一般社団法人化。

＜2030年の質価値創造研究会＞2022年設立。「モノづくりからコトづくりへ」をテーマに新たな質価値創造に取り組
む。

協 賛：（一社）中部産業連盟 （一社）中部経済連合会 （一財）中部生産性本部
（一財）日本科学技術連盟 ㈱中部経済新聞 名古屋商工会議所 （一財）日本規格協会

休憩 10分

休憩10分

環境・人口・労働など、社会課題の複雑化が進む中で、企業経営には「価値を創る力」と「持続可能性の
両立」が求められています。
今年度は、「社会課題の解決」と「AI技術の進化」を両輪とし、人と技術が共創する新たな質価値マネジメ
ントの姿を探りたいと思います。
今回は、以下の3つの視点、３つの企業に登壇いただき、その取組の最前線をご紹介いただきます。
①循環型社会の実現を掲げ、独自のケミカルリサイクル技術で世界に新しい循環のかたちを提案し、
多業種連携を推進するJEPLAN様の基調講演
②ものづくり現場の長年の課題である在庫管理に着目し、最新AI技術とトヨタ生産方式の知恵を融合し、
解決ソリューションを生み出したグローバルスタートアップのOnebeat

③中堅ビジネスホテル業を継いだアトツギが自ら直面した課題をDXアプリを自ら開発しAI技術も活用し解
決、それをビジネスとして新たな事業創出を図っているエクセルイン
社会課題を解決するためのＡＩ技術活用の最前線、待ったなしの資源循環の在るべき姿を、具体的に一緒
に考えてゆきましょう。皆様のご参加を心より御待ちしております。



基調講演①(株)JPLAN

独自のケミカルリサイクル技
術により廃プラスチックを再資
源化。世界市場で循環型経済
を牽引

・参加方法：オンライン開催  ※Zoomウェビナーにて配信 

※視聴は各自のPCからご参加ください。

・参 加 費： 会員：５，５００円（税込み）/人 一般：６，６００円（税込み）/人

＊当日ライブ視聴、及び期間限定のアーカイブ共有含みます

・申込方法：協会HPより申込ください。 https://www.cjqca.com/event

企画内容問い合わせ：企画部主査 細見 E-mail:jun.hosomi@cjqca.com

申込問い合わせ先：研修・総務部 鈴木 E-mail : chiesu@cjqca.com

（注）
1.申込責任者、参加者の方はメールアドレスを正確にご記入ください。

2.開催1週間前に視聴用URLを各聴講者の方のメールアドレスにお送りします。

3.視聴するPCの環境をご確認いただき、十分な準備期間をもってご視聴をお願いします。

【キャンセルについて】 
 ・ ご参加者の都合が悪くなった場合は、できるだけ代理の方のご出席をお願いいたします。
 ・ 参加用 URL 発行後のキャンセルはできません。

 【キャンセル料】
 ・ セミナー開催日の 5 営業日前～2 営業日前のキャンセル ・・・・・ 参加費の 50％
 ・ セミナー開催日の前日・当日キャンセル ・・・・・ 参加費の 100％ ※協会の休日は、土日祝日となります

各講演のポイント

基調講演②OneBeat 
Japan Partner
トヨタ生産方式の思想をAIで
再構築し、在庫のリアルタイ
ム最適化を世界初で実現。

基調講演③：㈱エクセルイン
現場発のアプリで清掃業務を
最適化。地域価値と観光価値
を融合した新しい経営モデル
を創出

論点整理
1️⃣社会課題を価値創造の起点に

・「廃棄」や「人手不足」を未来への資源に転換する実践例
・事業の原点に社会的使命を据える発想

2️⃣ AI時代の“適応型マネジメント”

・予測から適応へ― 環境変化に瞬時対応するAI活用
・トヨタ生産方式の思想をAIが再構築する

3️⃣人間らしさと地域価値の再発見
・中小企業の現場知とテクノロジーの共創
・文化・地域との共感・連携が新しい価値を生
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